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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物はGタンパク質共役受容体ファミリーに属する。このファミリーには、様々なアデノシンおよびウリジンヌクレオチドに対して、薬理学的選択性が異なる複数の受容体サブタイプ（一部重複あり）が存在する。この受容体はウリジンヌクレオチドに反応し、ATPには部分的に反応し、ADPには反応しない。[RefSeq提供、2008年7月],機能：ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質に共役したUTPおよびUDPの受容体。ATPまたはADPでは活性化されない。,PTM：Ser-333およびSer-334のリン酸化は、アゴニスト依存性脱感作および表面P2RY4の消失における重要なステップである。このリン酸化には PKC や他のカルシウム活性化キナーゼは関与しません。,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属します。,組織特異性:膵臓。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	P2RY4抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	P2RY4 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したP2Y4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

